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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対

象
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
健
康
調
査

(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク)

を
行
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
健
康
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
い
、
そ
の

結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
分
析

し
、
健
康
づ
く
り
の
助
言
を
行
う

も
の
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ

く
り
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
調
査
結
果
は
、
市
の
今

後
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
統
計
資

料
と
し
て
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
者

国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
、
４
月
か
ら
平
成
15

年
３
月
ま
で
の
間
に
、
40

歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
に
な
る
人

※

対
象
者
に
は
、
７
月
中
旬
に

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す
。

調
査
方
法

▽
８
月
上
旬
か
ら
、「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ド
ッ
ク
調
査
協
力
員
」
が
、

対
象
者
宅
を
訪
問
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
票
を
配
る

▽
１
〜
２
週
間
後
に
調
査
協
力
員

が
調
査
票
を
回
収
す
る

▽
10
月
下
旬
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ド
ッ
ク
結
果
票
を
郵
送
す
る

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

平成13年度コンピュータドックの結果がまとまりました。
調査結果の一部を報告します。

調査時期 平成13年７月

対象者数 1,501人

回答者数 1,231人(回答率82％)

１．食生活
｢脂肪分｣と｢糖分｣の取りすぎが目立ちます。摂取量が｢問題なし｣という人は、それぞれ全体の約１割程度にとどまって

おり、40～60歳までの各年代とも、脂肪分・糖分を取りすぎる傾向にある人の割合が多い結果となりました。
また｢塩分｣については、全国平均に比べて、摂取量が少なく、「減塩」に心がけている人が多いという結果が得られま

した。しかし、塩分摂取量が｢要改善(27％)｣「やや問題あり(38％)」と指摘された人は、合わせて65％を占めています。
脂肪分や糖分、塩分の取り過ぎは、生活習慣病の引き金になりますので、食生活の改善に努めましょう。

２．飲酒
｢飲酒の習慣がある｣と答えた人

は、男性71％(全国69％)、女性
40％(全国25％)で、特に女性は全
国と比較しても、飲酒の習慣があ
る人が多いことが分かります。
飲酒による肝臓疾患は重症化す

るまでは症状が出にくいので、つ
い無理をしがちです。週２日の休
肝日を設け、適量を守り、お酒と
上手に付き合っていくことが大切
です。

コンピュータによる健康調査�コンピュータによる健康調査�
ご協力ください�

コンピュータによる健康調査�

糖分�
問題なし�
14%

やや問題あり�
41%

要改善�
45%

脂肪分�
問題なし�
10%

やや問題あり�
44%

要改善�
46%

塩分�

問題なし�
35%

やや問題あり�
38%

要改善�
27%



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
・
市
職
員
募
集

3

これからの健康づくりに向けて

健康課は、健康教育や健康相談、各種健診などを実施しています。保健
師や管理栄養士があなたの健康づくりをお手伝いします。気軽にご相談く
ださい。

(健康課)

３．喫煙(タバコ)
「喫煙習慣がある」人の割合は、男性59％(全国52％)、女性20％（全

国９％）という結果でした。春日市は40歳～60歳の成人層の喫煙率、特
に女性の喫煙率が非常に高くなっています。
タバコは動脈硬化やがんなどと密接な関係があります。また、周りの人

への「受動喫煙」の害も問題視されています。禁煙・節煙に努力していき
ましょう。

４．運動

特に40～50歳に運動不足の人が多いことが分かります。それ以降の年
代は、健康づくりへの関心度が高まり、積極的に運動する人が少しずつ増
えてくるようです。
仕事や家事に忙しく、運動する時間が持てないという人も多いようです

が、通勤・買い物のついでにウォーキングをする、ちょっとの時間を見つ
けてストレッチ体操をするというように、自分の生活に合った運動方法を
見つけることから始めてみましょう。

平成14年度の春日市職員採用試
験を行います。

試験区分・採用予定人員・対象

○競争試験
u一般事務Ａ　７人程度
昭和51年４月２日から同56年
４月１日までに生まれた人
(身体障害者手帳を持っている
人は、昭和48年４月２日から
同56年４月１日までに生まれ
た人)

u一般事務Ｂ　１人
昭和55年４月２日から同60年
４月１日までに生まれた人
(身体障害者手帳を持っている
人は、昭和52年４月２日から
同60年４月１日までに生まれ
た人)
※ 大学の在学期間が２年を超
える人を除きます。

u土木　１人
昭和48年４月２日から同56年
４月１日までに生まれた人

○身体障害者を対象とする選考試験
u一般事務　１人
昭和48年４月２日から同60年
４月１日までに生まれた人

第１次試験日 ９月22日A

試験会場 第一経済大学（太宰府市
五条３―11―25）

受付日時 ７月29日B～８月21日
D(平日のみ)
午前８時30分～午後５時

申込方法 申込用紙に必要事項を記
入し、郵送するか直接窓口に
提出する(郵送の場合は受付
最終日の消印有効)

※ 申込用紙は人事法制課人事担当
で受け取るか、市ホームページか
らダウンロード(印刷)してくださ
い。
申込・問い合わせ先 人事法制課人

事担当
【http://www.city.kasuga.fukuoka.
jp/】
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新
幹
線
車
両
基
地
を
一
般
公
開
し
ま
す

新
幹
線
サ
マ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ア

新
幹
線
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
、
「
２
０
０
２
新
幹
線
サ
マ

ー
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

日
時

７
月
21
日
a(

雨
天
決
行)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

博
多
総
合
車
両
所
（
那
珂
川

町
中
原

な
か
ば
る

５
９
０
）

内
容

▽
新
型
新
幹
線
の
展
示

▽
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
新
幹
線
乗
車
会

▽
新
幹
線
綱
引
き
大
会

▽
バ
ザ
ー

▽
新
幹
線
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト

▽
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
な
ど

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
岡

支
社
博
多
総
合
車
両
所

1(

952)

５
６
８
０

【http://w
w
w
.w
jr-fukuoka.com

/

】

▽
全
国
の
市
町
村
を
専
用
回
線
で
結
び

全
国
の
行
政
機
関
が
相
互
に
情
報
を

共
有
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

▽
市
町
村
と
都
道
府
県
、
全
国
セ
ン
タ

ー(

指
定
情
報
処
理
機
関)

を
結
ぶ
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
法
律
に
定
め

ら
れ
た
行
政
事
務
に
限
定
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

▽
住
基
ネ
ッ
ト
で
共
有
す
る
情
報
は
、

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・

住
民
票
コ
ー
ド
な
ど
で
す
。

▽
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
を
運
営
す
る
た
め
、
す

べ
て
の
人
に
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
ふ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
無
作
為
な
11
け
た
の

数
字
で
す
の
で
、
希
望
す
れ
ば
変
更
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
、
８
月
に
市

民
の
み
な
さ
ん
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

大
切
な
情
報
で
す
の
で
、
慎
重
な
取
り

扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
み
な
さ
ん
の
大
切

な
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
た
め
、
制
度

面
、
技
術
面
、
運
用
面
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
厳
重
に
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い

ま
す
。

▽
法
律
に
よ
り
、
都
道
府
県
や
指
定
情

報
処
理
機
関
が
保
有
す
る
情
報
は
、

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・

住
民
票
コ
ー
ド
・
付
随
情
報
だ
け
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
法
律
に
よ
り
、
情
報
の
提
供
先
と
利

用
目
的
を
明
確
に
規
定
し
、
民
間
で

の
住
民
票
コ
ー
ド
の
利
用
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

▽
通
信
に
は
、
専
用
回
線
を
使
用
し
、

フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル(

不
法
侵
入

を
保
護
す
る
シ
ス
テ
ム)

な
ど
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
通
信
に
お
い
て

は
情
報
を
暗
号
化
し
ま
す
の
で
、
外

部
か
ら
の
不
正
侵
入
や
情
報
の
漏
え

い
を
防
止
し
ま
す
。

▽
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
携
わ
る
職
員
を

限
定
し
、
正
当
な
シ
ス
テ
ム
操
作
者

だ
け
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▽
地
方
公
共
団
体
、
指
定
情
報
処
理
機

関
の
シ
ス
テ
ム
操
作
者
に
守
秘
義
務

を
課
し
、
刑
罰
を
科
し
ま
す
。
ま
た
、

都
道
府
県
な
ど
に
情
報
を
保
護
す
る

た
め
の
審
議
会
や
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

平
成
14
年
８
月
実
施

各
種
行
政
手
続
き
に
住
民
票
の
写
し

の
添
付
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

恩
給
や
年
金
の
受
給
手
続
き
な
ど
、

準
備
が
整
っ
た
事
務
か
ら
順
次
実
施
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
各
手
続
き
な
ど
の
実
施
機

関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
８
月
実
施
予
定

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
活
用

本
人
の
申
請
に
よ
り
、
写
真
付
き

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。(

本

人
の
希
望
で
、
写
真
の
な
い
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
も
発
行
で
き
ま
す
。)

▽
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

全
国
の
ど
こ
の

市
町
村
で
も
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証

な
ど
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
本
人
や

同
じ
世
帯
の
人
の
住
民
票
の
写
し
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
転
入
転
出
の
特
例

他
の
市
町
村
に
引
っ
越
す
場
合

に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
転
出
届
を
転

出
地
市
町
村
に
郵
送
す
れ
ば
役
場
に

出
向
い
て
転
出
証
明
書
を
受
け
取
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

転
入
し
た
市
町
村
の
窓
口
で
カ
ー

ド
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出
す
る
だ

け
で
済
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

※

総
務
省
・
指
定
情
報
処
理
機
関（
地

方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【h
ttp
://w
w
w
.lasd

ec.n
ip
p
o
n
-n
et.

n
e.jp
/rp
o
/ju
ki-n
et- to

p
.h
tm

】

「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

８
月
５
日
、
全
国
の
市
町
村
を
結
ん
だ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム(

住
基
ネ
ッ
ト)

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
と
は

住
民
票
コ
ー
ド
と
は

個
人
情
報
の
保
護
対
策

住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

住
民
基
本
台
帳�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム�

市民課�
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夏休み期間中（７月20日～８月31日）に春日
市内で行われるすべての夏祭りを題材にした、
心に残る風景写真
カラープリント２Ｌ(キャビネ)サイズ（127

㎜×178㎜）
※　デジタルカメラで撮影した写真でも応募できます。

何点でも可
写真に、①住所、②氏名、③年齢、④電話番

号、⑤撮影日、⑥撮影場所、⑦題名（無題でも
かまいません）を書いたメモ用紙をセロハンテ
ープではり、９月10日C(必着)までに窓口に持
参、または郵送する

※ 応募作品は12月２日B以降に窓口で返却します。
ただし、入賞した作品については、返却できません。

市報かすが10月15日号
広報担当(〒816―8501春日市役所)

※ 応募写真は、市報かすがやチラシ、パンフレット、
ホームページなどに使用する場合があります。その
場合、都合で写真の一部をトリミングすることがあ
ります。

テーマ

規　格

発　表

応募点数
応募方法

応募・問い合わせ先

春日の夏を彩る夏祭り。あんどん祭りをはじめ、各地区の祭りや盆踊り、さらには岡本のどんかん祭
りや小倉の盆綱引きなどの伝統祭りなど、実にたくさんの夏祭りでにぎわいます。
あなたも、夏祭りに出かけ思い出を写真に収めてみませんか。応募はだれでもできます。

u特選　１人　図書券5,000円分
u準特選　１人　図書券3,000円分
u入選　５人　図書券2,000円分

u井上澄和
いのうえすみかず

春日市長
u春日市広報レポーター
u春日市郷土史研究会会員など

審査員

賞・人数・副賞



ア
ジ
ア
太
平
洋
の
43
の
国
と
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち

が
、
言
葉
や
文
化
、
国
境
を
越
え
た
交

流
を
行
う
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会

議
。
今
年
は
、
台
湾
の
こ
ど
も
大
使
が

春
日
市
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

こ
ど
も
大
使
が
自
国
の
踊
り
や
歌
な

ど
を
披
露
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で

暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
20
日
G

午
後
２
時
〜
３
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面

玄
関
前(

大
谷
６
―
24)

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

春
日
ド
ラ
マ
セ
ミ
ナ
ー
出
身
者
で
結

成
さ
れ
た
同
劇
団
の
２
回
目
の
公
演
で

す
。
小
さ
な
楽
屋
を
舞
台
に
し
た
二
人

の
男
の
爆
笑
、
失
笑
、
迷
走
の
演
技
を

見
に
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
27
日
G
・
28
日
A

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
24
）

入
場
料

８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
い
合
わ
せ
先

演
劇
同
好
会
Ｄ
・

Ｓ
・
Ｄ
・
Ｃ
　
鎌
田

か

ま

た

1
０
７
０(

５
５
３
０)

２
８
２
５

日
時

８
月
２
日
F

午
後
１
時
〜
10
時

場
所

西
鉄
小
郡
駅
前

内
容

▽
仮
装
＆
踊
っ
て
コ
ン
テ
ス
ト

▽
の
ど
自
慢
大
会
▽
市
民
総
踊

り
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

小
郡
市
商
工
会

1
０
９
４
２(

72)

４
１
２
１

春
日
市
野
外
活
動
場
内
星
の
館(

天

体
観
測
所)

で
は
、
毎
月
星
の
観
望
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

８
月
10
日
G

午
後
８
時
15
分
〜
10
時

※

天
候
に
よ
っ
て
は
野
外
活
動
場
内

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
星
の
学
習
会
を

行
い
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー

２)

定
員

20
人
程
度(

申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選)

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

申
込
方
法

８
月
２
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

市
内
に
住
む
小
学
４
〜
６
年
生
を
対

象
に
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。

日
時

８
月
３
日
G
〜
９
月
７
日
G
の

毎
週
金
・
土
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(
大
谷
６
―
28)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
を
含
む
）

申
込
方
法

７
月
27
日
G
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
　
畑は

た

和
子

か

ず

こ

1(

090)

７
４
６
５
―
８
５
４
９

日
比
国
際
子(

日
本
人
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
と
の
間
に
生
ま
れ
、
現
在
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち)

の
現
状

と
問
題
を
考
え
る
講
習
会
を
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
３
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
大
会
議
室

講
師

堤
つ
つ
み

か
な
め
さ
ん
（
九
州
国
際
大

学
教
授
）

定
員

１
０
０
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ア
ジ
ア
女
性

セ
ン
タ
ー

1(

513)

７
３
３
３

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

緑
化
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
子
供
と
親
の
自
然
観
察

教
室
」
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
７
日
D

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

定
員

60
人(

応
募
多
数
の
場
合
抽
選)

※

必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

７
月
25
日
E(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
保
護
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子

ど
も
の
氏
名
、
学
年
、
会
場
名

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

&
福
岡
県
緑

化
セ
ン
タ
ー
（
〒
839
―
１
２
１

３
浮
羽
郡
田
主
丸

た
ぬ
し
ま
る

町
益
生
田

ま

す

お

だ

１

１
２
５
）

1
０
９
４
３
７(

２)

１
１
９
３

「
運
動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
、
一
人

で
は
続
か
な
い
」「
健
康
の
こ
と
が
気

に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
い
う

人
の
た
め
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
　
１
時
45
分
〜
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

参
加
費

月
額
５
０
０
円

※

上
靴
を
持
参
し
て
、
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

お
知
ら
せ

6

2002.  7. 15 市報かすが

「
ピ
ー
ス
フ
ル
ワ
ー
ル
ド
」

演
劇
同
好
会
Ｄデ

ィ

・
Ｓエ

ス

・
Ｄデ

ィ

・
Ｃシ

ー

星
の
観
望
会

小
郡

お
ご
お
り

市
民
祭
り

「
七
夕

た
な
ば
た

さ
ん
」

イ
ベ
ン
ト�

第
14
回
ア
ジ
ア
太
平
洋

こ
ど
も
会
議
・
イ
ン
福
岡

ス
ポ
ー
ツ�

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
際
子

講
　
座�

緑
化
講
習
会

受
講
者
募
集

健
康
・
保
健�

健
康
運
動
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集



お
知
ら
せ

7

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
し
た
、「
正
し
い
歯
み
が
き
」

を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
24
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

歯
科
衛
生
士

持
っ
て
く
る
も
の

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。
合
格
す
る
と
、
実
務
研
修
受

講
後
に
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日

10
月
27
日
A

試
験
会
場

▽
第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府
市
五
条
３

―
11
―
25
）

▽
北
九
州
市
立
大
学
（
北
九
州
市
小
倉

南
区
北
方

き
た
か
た

４
―
２
―
１
）

受
験
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間

８
月

５
日
B
〜
８
月
30
日
F

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所

▽
県
の
各
保
健
所
（
支
所
）

▽
福
岡
市
の
各
区
役
所

▽
情
報
プ
ラ
ザ
（
イ
ム
ズ
７
階
）

▽
ア
ク
ロ
ス
福
岡

問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
福
祉
部
介
護

保
険
室

1(
643)
３
３
２
２

「
女
性
に
対
す
る
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
が
も
た
ら
す
も
の
と
、
そ

こ
か
ら
の
回
復
に
必
要
な
も
の
」
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
18
日
E

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ
（
原

町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
５
階
）

講
師

▽
佐
藤

さ

と

う

真
弓

ま

ゆ

み

さ
ん
（
さ
と
う
ま
ゆ
み
メ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▽
門
田

も
ん
で
ん

路
子

み

ち

こ

さ
ん
（
あ
す
ば
る
専
門
相

談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員

70
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
す
ば
る
相

談
室

1(

584)

４
９
７
５

5(

584)

１
２
６
７

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
っ
て
何
？

講
　
演�t

Ｐ
Ｉ
Ｚ
Ａ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ア
ズ
サ

t

な
ん
ち
っ
て
バ
ナ
ナ
!?

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ピ
ノ
キ
オ

ペ
ン
ネ
ー
ム

奴
国
の
王

き
な
力
を
持
っ
て
い
た
奴
国
の
王

日
本
の
歴
史
上
で
初
め
て
王
と
い

う
名
前
が
み
ら
れ
る
「
奴
国
王
」。

そ
し
て
中
国
の
皇
帝
か
ら
金
印
を
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
奴
国

王
は
当
時
の
東
ア
ジ
ア
で
高
い
評
価

を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

や
権
力
者
が
い
た
証
拠

王
さ
ま
が
春
日
市
に
い
た
と
い
う

の
は
ど
う
し
て
わ
か
る
の
で
し
ょ
う

か
。王

さ
ま
な
ど
権
力
者
が
死
ん
だ
と

き
は
、
自
分
た
ち
が
も
っ
て
い
た
宝

器
も
一
緒
に
お
墓
に
入
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た(

副
葬
品

ふ
く
そ
う
ひ
ん)

。
そ
の
宝
器
は
鉄

器
・
青
銅
器
・
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
で

し
た
。
弥
生
時
代
、
こ
れ
ら
の
材
料

は
た
い
へ
ん
貴
重
な
品
物
だ
っ
た
の

で
す
。
中
で
も
、
最
も
貴
重
で
、
だ

れ
で
も
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
一
つ
が
中
国
製
の
鏡
で
す
。

王 大

福
岡
平
野
に
は
か
め
棺
な
ど
弥
生

時
代
の
お
墓
が
数
千
基
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
副
葬
品
が
あ

っ
た
の
は
、
そ
の
中
で
も
わ
ず
か
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
鏡
が
数

十
面
、
鉄
器
や
青
銅
器
が
多
数
副
葬

さ
れ
て
い
た
お
墓
は
、
須
玖

す

ぐ

岡
本

お
か
も
と

遺

跡
で
み
つ
か
っ
た
た
っ
た
１
基
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
副
葬
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

が
奴
国
王
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
王
さ
ま
の

墓
は
弥
生
時
代
中
期
後
半(

紀
元
前

後)

の
も
の
で
、
金
印
を
も
ら
っ
た

王
よ
り
数
代
前
の
王
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館)

2

歯
み
が
き
教
室

県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

資
格
・
試
験�

△王墓から出土した前漢鏡



福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

７
月
25
日
E
・
８
月
８
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

５
―
14
―
７
）

定
員

各
５
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

７
月
19
日
F
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員(

毎
週
水
・
金
曜
日)

や

法
務
局
職
員(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

毎
日)

に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

相
　
談�

市
内
に
住
む
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
水
生
生
物
を
採
取
し
て
川

の
様
子
を
調
べ
る
「
水
辺
教
室
」
を
行

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
自
主
研
究

に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

な
お
、
教
室
で
の
調
査
結
果
は
、
取

り
ま
と
め
て
全
国
的
な
環
境
デ
ー
タ
と

な
り
ま
す
。

日
時

８
月
17
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
小
雨

決
行
）

※

昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

調
査
場
所

牛
頸

う
し
く
び

川(

市
内)

募
集
人
員

20
組
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

応
募
方
法

８
月
５
日
B(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名

(

参
加
希
望
者
全
員)

、
年
齢

(

学
年)

、
性
別
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

（
〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

5(

584)

１
１
４
７

Ｅ
メ
ー
ル

kankyo@
city.ka

suga.fukuoka.jp

暑
い
夏
場
は
、
な
か
な
か
食
欲
が
わ

き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
酢
み
そ
で
さ
っ
ぱ
り
と
、

食
べ
ら
れ
る
献
立
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

材
料(

４
人
分)

マ
グ
ロ(

刺
身
用)

１
５
０
ｇ

塩
わ
か
め
　
20
ｇ

キ
ュ
ウ
リ
　
１
本

赤
み
そ
　
50
ｇ

だ
し
汁
　
　
カ
ッ
プ

砂
糖
　
大
さ
じ
１
・

酒
　
大
さ
じ
１

酢
　
大
さ
じ
１

練
り
か
ら
し
　
小
さ
じ
１(

お
好
み
で)

作
り
方

①

マ
グ
ロ
を
、
盆
ザ
ル
に
の
せ
て
熱

湯
を
回
し
か
け
、
２
㎝
の
厚
さ
に
切

る
。

②

塩
わ
か
め
を
熱
湯
に
入
れ
１
〜
２

分
で
取
り
出
し
て
水
に
取
り
、
食
べ

や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

③
　
キ
ュ
ウ
リ
は
薄
切
り
に
す
る
。

④

鍋
に
赤
み
そ
、
砂
糖
、
酒
を
入
れ

て
木
じ
ゃ
く
し
で
混
ぜ
、
だ
し
汁
を

加
え
て
溶
き
の
ば
す
。

⑤

④
を
弱
火
に
か
け
て
混
ぜ
、
や
や

粘
り
が
出
る
ま
で
練
る
。

⑥

⑤
を
火
か
ら
お
ろ
し
て
冷
ま
し
た

後
、
酢
と
練
り
か
ら
し
を
加
え
る
。

※

酢
味
噌
に
す
り
ご
ま
を
適
宜
入

れ
、
ご
ま
だ
れ
に
し
て
も
お
い
し
く

い
た
だ
け
ま
す
。

１
人
分
熱
量

92
㌔
カ
ロ
リ
ー

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

マ
グ
ロ
と
ワ
カ
メ
の
ぬ
た

今
月
の
健
康
料
理

1
3

1
2
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先方への電話は７月１5日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●木製水屋u幅30㎝×奥行
45cm×高さ175cmu２千
円●籐

とう

敷物u3畳▽３千円●
着物・帯u夏用u各５千円
u吉本

よしもと

1(501)3017
●婦人服u100円～３千円
●婦人靴u100円～500円
●バッグu100円～500円
uいずれもブランド物多数
●男児用子ども服u乳児～
４歳用u100円～500円u

矢富
や と み

1(585)2757
●炊飯器u90年製u無料で
●ペットキャリーu小型犬，
ネコ用uプラスチック製u

白色u 5 0 0円u 奈木野
な ぎ の

1090(9486)6614

【ゆずってください】
●B型ベビーカー●バスガー
ドチェア●ベビーゲート●
ベビー用歩行器●耳式体温
計u いずれも無料でu

奈木野
な ぎ の

1090(9486)6614
●春日幼稚園制服、体操服
u女児・年長用u安価でu

嶋田
し ま だ

1096(378)2742

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿名
は不可)、電話番号、品物名
(色、サイズ、特徴など詳し
く)、有料・無料の別(有料
の場合は１万円を上限とす
る希望価格)などを書いて市
役所広報担当に送ってくだ
さい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

環
　
境�

参
加
し
ま
せ
ん
か

環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
水
辺
教
室
」

2002.  7. 15 市報かすが
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こ
れ
ま
で
、
芥
川
賞
や
直
木
賞
の
受

賞
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
九
州
芸
術

祭
文
学
賞
。
今
年
も
、
す
ば
ら
し
い
作

品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
作
品
に
は
文
藝
春
秋
発
行

「
文
学
界
」
に
掲
載
し
、
賞
金
30
万
円

が
贈
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格

九
州
・
沖
縄
在
住
者

応
募
条
件

▽
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
ワ
ー
プ

ロ
の
場
合
は
１
枚
20
字
詰
め
20
行
）

55
枚
〜
60
枚
ま
で

▽
一
人
１
編
（
同
人
誌
を
含
め
た
既
発

表
作
品
は
不
可
）

※

詳
し
く
は
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
委
員

五
木

い

つ

き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん
な
ど

応
募
方
法

８
月
31
日
G(

必
着)

ま
で

に
送
る

応
募
先

県
教
育
庁
教
育
企
画
部
生
涯

学
習
課
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作

品
係(

〒
810
―
８
５
７
７
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７
―
７)

1(

643)

３
８
８
８

問
い
合
わ
せ
先

&
九
州
文
化
協
会
事

務
局

1(

771)

０
１
８
８

対
象

昭
和
42
年
４
月
２
日
か
ら
同
48

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
民
間
企
業
な
ど
で
５
年

以
上
の
職
務
経
験
が
あ
る
人

（
平
成
14
年
６
月
末
現
在
）

試
験
日

９
月
８
日
A

試
験
会
場

▽
九
州
大
学
文
系
キ
ャ
ン
パ
ス(

福
岡

市
東
区
箱
崎
６
―
19
―
１)

▽
法
政
大
学
富
士
見
校
舎(
東
京
都
千

代
田
区
富
士
見
２
―
17
―
１)

受
付
期
間

７
月
22
日
B
〜
８
月
２
日

F

試
験
区
分

行
政
（
一
般
行
政
事
務
）

採
用
人
員

３
人
程
度

※

試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課

1(

643)

３
９
５
６

【h
ttp
://w
w
w
.p
ref.fu

ku
o
ka.jp

/

】

障
害
者
の
適
性
に
応
じ
た
競
技
種
目

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
連
性

な
ど
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
育

成
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。

日
時

８
月
24
日
G
・
25
日
A
・
31
日

G
・
９
月
１
日
A

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
内)

対
象
者

18
歳
以
上(

平
成
14
年
４
月

１
日
現
在)

の
人
で
、
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
興

味
が
あ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
す
る
意
欲
が
あ

る
人

定
員

40
人(
申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

参
加
費

３，

０
０
０
円

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

第
33
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

小
説
募
集

申
込
方
法

申
込
用
紙
を
７
月
31
日
D

(

必
着)

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
、
直
接
窓

口
に
提
出
す
る

※

申
込
用
紙
は
、
県
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
市
高
齢
障
害
課
に
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会(

〒
816
―
０

８
０
４
春
日
市
原
町
３
―
１
―

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内)

1(

582)

５
２
２
３

5(

582)

５
２
２
８

&
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
は
、

基
金
の
広
報
紙
「
し
あ
わ
せ
の
輪
」
の

編
集
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
広
報
・

啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
「
特
派

員
ラ
イ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
が
あ
り
、
広
報
紙
の

作
成
な
ど
に
も
興
味
が
あ
る
人

で
、
年
４
回
の
編
集
会
議
や
研

修
会
、
基
金
主
催
の
催
し
な
ど

に
参
加
で
き
る
人

活
動
期
間

採
用
か
ら
１
年
間

募
集
人
員

６
人

謝
礼

１
万
８，

０
０
０
円(

年
間)

申
込
方
法

応
募
用
紙
を
７
月
25
日
E

ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
直

接
窓
口
に
提
出
す
る
。
な
お
、

郵
送
の
場
合
は
７
月
22
日
B

(

消
印
有
効)

ま
で
に
送
る

※

応
募
用
紙
は
、
&
福
岡
県
地
域
福

祉
振
興
基
金
ま
た
は
市
地
域
づ
く
り

課
に
置
い
て
い
ま
す
。

選
考

書
類
審
査

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

&
福
岡
県
地

域
福
祉
振
興
基
金(

〒
816
―
０

８
０
４
春
日
市
原
町
３
―
１
―

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階)

1(

582)

２
３
９
６

5(

582)

２
４
１
５

【h
ttp
://w
w
w
.fp
-kikin

.o
r.jp

】

&
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金

広
報
紙
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

民
間
企
業
経
験
者

t

ま
ー
り
り
ー
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

マ
リ
ン

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

亜
沙
美

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

本
法
来

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

募
　
集�

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
研
修
会
参
加
者
募
集
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

増
加
傾
向
の
乳
が
ん

乳
が
ん
は
、
女
性
が
か
か
る
が
ん
の

中
で
、
死
亡
順
位
の
第
５
位
を
占
め
ま

す
。
し
か
も
、
日
本
人
が
動
物
性
脂
肪

を
た
く
さ
ん
取
る
な
ど
、
食
生
活
が
欧

米
化
し
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
年
々
増

加
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
乳
が
ん
は
治
る
が
ん
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
乳
が
ん

は
治
る
病
気
な
の
に
死
亡
率
が
伸
び
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
早
期
発

見
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

早
期
発
見
が
大
事

乳
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
乳

房
の
一
部
を
切
り
取
る
だ
け
で
済
む
手

術
も
あ
り
ま
す
。
傷
口
も
小
さ
く
、
見

た
目
も
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

手
術
を
行
う
病
院
も
増
え
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
な

ど
と
異
な
り
、
自
分
で
発
見
で
き
る
が

ん
で
す
。
そ
の
た
め
、
毎
月
１
回
、
定

期
的
に
自
己
検
診
を
行
う
こ
と
が
、
乳

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
に
は
有
効
で
す
。

有
効
な
自
己
検
診

自
己
検
診
を
行
う
の
は
、
月
経
終
了

後
２
、
３
日
以
内
の
乳
房
の
柔
ら
か
い

時
に
行
い
ま
し
ょ
う
。閉
経
後
の
人
は
、

毎
月
１
回
、
日
を
決
め
て
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。

１

鏡
の
前
で
腕
を
上
げ
下
げ
し
、
乳

房
に
く
ぼ
み
や
左
右
に
非
対
称
な
部

分
が
な
い
か
確
認
す
る

２

４
本
の
指
を
そ
ろ
え
て
指
の
腹
で

乳
房
全
体
を
や
さ
し
く
押
さ
え
、
し

こ
り
が
な
い
か
確
認
す
る

３

乳
頭
を
つ
ま
ん
で
、
分
泌
物
が
な

い
か
確
認
す
る

自
己
検
診
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
専
門
の
病
院
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

年
１
回
の
乳
が
ん
検
診

年
１
回
は
専
門
医
に
よ
る
乳
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

検
診
は
一
般
的
に
は
視
触
診
を
行
い

ま
す
が
、
乳
が
ん
の
中
に
は
、
「
非
触

知
乳
が
ん
」
と
い
う
、
見
た
目
に
も
触

っ
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
50
代
以
上
の
人
に
多
く

み
ら
れ
、
自
己
検
診
や
医
師
の
視
触
診

で
は
、
発
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
非
触
知
乳
が
ん
」
を
発
見
す
る
に
は
　

「
非
触
知
乳
が
ん
」
を
早
期
発
見
す

る
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
単
純

乳
房
造
影
法
）
検
査
が
有
効
で
す
。

こ
れ
は
、
乳
房
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

で
撮
影
す
る
検
査
方
法
で
す
。
こ
の
方

法
だ
と
、
触
診
で
は
見
つ
け
に
く
い
よ

う
な
小
さ
な
し
こ
り
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
古
い
乳
腺
炎
や
乳
腺
症

と
区
別
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

７
月
か
ら
春
日
市
で
は
、
50
歳
〜
70

歳
の
女
性
を
対
象
に
、
乳
が
ん
の
集
団

検
診
の
際
に
、
触
診
と
併
せ
て
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
査
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
２
年

に
１
回
の
受
診
で
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

50
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
た
と
え
乳
房
に

し
こ
り
が
な
く
て
も
、
触
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
を
含
む
乳
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
師
　
寺
田

て

ら

だ

貴
代

き

よ

市
は
、
今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
対
す
る
支
援
方
策
を
考
え

る
上
で
の
大
切
な
基
礎
資
料
を
作
成
す

る
た
め
、
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

８
月
１
日
E
か
ら
各
団
体
に
調
査
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
に
な
る
団
体

春
日
市
で
社
会
貢
献
活
動
を
行
う

市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
地
域
づ
く
り
団
体
、
ま
ち
づ
く

り
団
体

調
査
対
象
に
な
ら
な
い
団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
以
外
の
法
人(

社
会

福
祉
法
人
な
ど)

や
自
治
会
、
労
働

組
合
な
ど
の
各
種
組
合
、
趣
味
サ
ー

ク
ル
、
同
窓
会

※

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
団
体
で
、

８
月
中
旬
ま
で
に
調
査
票
が
送
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

市
が
５
月
中
に
行
っ
た
建
設
工
事
の

入
札
結
果(

工
事
金
額
５，

０
０
０
万

円
以
上)

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
春
日
市
白
水
ヶ
丘
地
区
公
民
館

新
築
工
事
建
築
主
体
工
事

工
事
期
間

５
月
28
日
〜
11
月
29
日

契
約
金
額

１
億
１，

２
３
５
万
円

工
事
業
者

大
正
建
設
!

○
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
校
舎

増
築
工
事
建
築
主
体
工
事

工
事
期
間

５
月
29
日
〜
12
月
25
日

契
約
金
額

８，

７
９
９
万
円

工
事
業
者

!
佐
藤
建
設（

財
政
課
）

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
職
場
説
明
会
を
開
き

ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
26
日
F

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
受
付
　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

▽
福
祉
施
設
役
職
員
な
ど
と
の
面
談

▽
全
国
福
祉
求
人
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー

▽
福
祉
関
係
資
格
取
得
相
談

▽
求
職
登
録
・
相
談

▽
資
料
情
報
提
供

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
課

1(

584)

３
３
１
０

埋
め
立
て
た
土
砂
が
流
出
し
て
起
こ

る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
「
福
岡
県

土
砂
埋
め
立
て
等
に
よ
る
災
害
の
発
生

防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
７
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
３，

０
０
０
㎡
を
超
え

る
建
設
残
土
な
ど
を
埋
め
立
て
る
場
合

は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
農
林
事
務
所
林

務
課
普
及
係

1(

735)

６
１
３
８

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
結
果

土
砂
埋
め
立
て
な
ど

許
可
制
に
な
り
ま
し
た

福
祉
の
職
場
説
明
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

そ
の
他�

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
・
・
・
・�

乳
が
ん
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

指でさわる範囲
乳房の突出している部分だけではな

く、上は鎖骨
さこつ

、下は肋骨
ろっこつ

の弓側のと

ころまで、内側は胸骨
きょうこつ

の中央まで、

外側はわきの下のところまで、まん

べんなくさわります。



み
な
さ
ん
の
家
に
は
、
ペ
ッ
ト
が
い

ま
す
か
。
私
の
実
家
で
は
イ
ヌ
を
飼
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
両
親
に

叱
ら
れ
る
と
、
イ
ヌ
の
傍
ら
で
べ
そ
を

か
い
て
い
ま
し
た
。
イ
ヌ
に
と
っ
て
私

は
、
厄
介
な
存
在
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
今
で
も
と
て

も
大
事
な
存
在
で
す
▼
最
近
は
ペ
ッ
ト

が
飼
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
回
覧
板
で
写
真
付
き
ペ
ッ
ト
紹
介

を
ま
わ
し
た
そ
う
で
す
。
イ
ヌ
や
ネ
コ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
鳥
な
ど
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
、
ペ
ッ
ト
を

「
住
人
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
し
、
そ
の
た
め
の
し
つ

け
も
必
要
で
す
。
し
か
し
、
地
球
上
に

住
ん
で
い
る
の
は
、
人
間
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
共
に
上
手
に
生
活
す
る
こ

と
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
ん
で
す

よ
ね
▼
し
か
し
、
最
近
、
悲
し
い
ニ
ュ

ー
ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
ネ
コ
を
虐
待
し
た
残
酷
な
映
像

を
流
す
と
い
う
事
件
で
す
。
本
当
に
許

せ
ま
せ
ん
▼
そ
ん
な
中
、「
み
て
み
て

き
い
て
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
ペ
ッ
ト
の
写

真
も
載
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
多
く

の
人
は
ペ
ッ
ト
を
ち
ゃ
ん
と
か
わ
い
が

っ
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
、な
ん
だ
か
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
、
み
な

さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

ペ
ッ
ト
を
大
切
に

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

11

子どもは大きくなるにつれ、いろいろな欲求がでてきます。
欲求を満たすばかりでは、心のブレーキがかからず、自分の思い通り
にならないと、怒ったり、キレたりということになりかねません。子
どもは、たくさんの友だち（仲間）といっぱい遊ぶ中で「がまん」す
る心も育ってきます。
親もこんな事をこころがけてみてはいかがでしょうか。
例えば子どもが
〇お菓子などを買いたがった時、今本当に必要なのかちょっと考え
てみましょう。
〇服を着ようとしている時、励ましながら自分でする気持ちを大切
にしながら見守りましょう。
〇いけない事をした時は、十分に話して聞かせ、しかる時は、愛情
をもってしかりましょう。
〇お手伝いをした時、上手、下手でなく、やりとげたことをほめて
あげましょう。

このコーナーは、保育所(園)の保育士が担当しています。掲載
は奇数月の15日号です。ご意見・ご感想をお寄せください。

（こども未来課）

保育所 ( 園 ) は 地域の子育て広場

みなさん保育所に遊びに来ませんか
7月17日D 交通安全教室

7月23日C おはなし会（８月27日も）

7月24日D プールあそびの会

7月25日E なかよしクラブ　須玖北公民館（毎月第

４木）

7月27日G 夕涼みの会　18時～20時

「プールで遊ぼう」ワイワイくらぶ

「夏まつり」みんなで遊びに来てね

いないいないばぁ広場（８月24日も）

あいあいクラブ　10時～

夕涼み会（夜店・盆おどりなど楽しさい

っぱい）

8月中 水あそび　泥んこ遊び

8月 2日F 誕生会

8月 5日B ほいくしょであそぼう

8月 7日D 誕生日会＆お楽しみ会

プールあそびの会

水あそび

8月21日D あそぼ会　色水遊び 10時～11時

8月22日E 水あそびを楽しもう

なかよしクラブ（第４木）

8月24日G ワイワイくらぶ

8月27日C あいあいクラブ　10時～

9月 4日D 水あそびの会

9月 5日E 誕生会

9月10日C 一緒にペタペタあそぼう会

看護士さんのおはなし

9月11日D お庭であそぼう

※ おさそい行事はだれでも参加できます。詳しい内容

や時間は各保育所(園)にお問い合わせください。

おさそい行事（7月15日～9月14日）

小さめのペットボトル
の中に、水といろいろな
色のBB玉を入れます。

※　作るとき、子どもがBB玉を飲み込まないように注意しましょう。

川
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本格的な梅雨時期を前にして、６月16日、春日北中学
校で防災訓練が行われました。
この日は、日の出町地区と桜ヶ丘地区の住民約300人

と市役所職員、春日・大野城・那珂川消防署員が参加。
両地区は自主防災組織を生かして日ごろから災害に備え
ており、本番さながらの迫力で消火・救出訓練や土のう
積み、バケツリレーや炊き出しなどの訓練を行いました。
災害発生時に不可欠なのは地域の連携です。万が一に

備えて、みなさんの地区でももう一度防災体制を確認し
てみてはいかがでしょう。

△水害を想定して土のう積み訓練

毎年｢龍神池から見つめよう　未来の春日原｣をテーマ
に総合学習に取り組んでいる春日原小学校の５年生60人
が、６月25日、龍神池の水質浄化のための植物を池に浮
かべました。
龍神池には100匹ものコイがおり、そのコイがウォー

ターヒアシンスの根を食べてしまい、枯れる原因となっ
ています。そこで、５年生が、２年前の５年生が発明し
た根を食べられないように深い網を張ったいかだを作成
し、初めて池に浮かべたというものです。
今後、ウォーターヒアシンスが順調に生育するか、児

童たちはとても楽しみにしています。
いかだの植物が生長し、池がきれいになっていくにつ

れて、児童たちの地域環境問題に対する関心もきっと高
まっていくことでしょう。

須玖小学校で、６月11日、１年生を対象にした交通安
全教室が開かれました。
安全な道路の歩き方について学ぶためのもので、市交

通安全指導員５人に指導してもらいました。
子どもたちは、まず教室で交通ルールをビデオ学習し

た後、校庭に描かれた模擬道路と本物そっくりの信号機
を使って実際に練習。｢手をまっすぐ上にあげて｣という
指導員の声に緊張しながらも、真剣な表情で横断歩道を
渡っていました。

（広報レポーター　福山
ふくやま

正美
ま さ み

）

市は、環境に配慮し地球温暖化を防止するため、エネ
ルギー使用を節減する「エコオフィスプランかすが」を
定めています。
昨年から、市施設の冷房温度を28℃に抑えたり、照明

やＯＡ器機をこまめに切ったりといった取り組みを始め
ましたが、今年はさらにノーマイカーデーとノー残業デ
ーに取り組みます。
初めてのノーマイカーデーとなった６月14日、職員駐

車場は駐輪場へと早変わり。次々と自転車で通勤してき
た職員からは｢環境だけでなく、健康のためにも、自転
車や徒歩で通勤するのもたまにはいい｣という声も出て、
おおむね好評のようでした。

v
笑
顔
で
自
転
車
通
勤
す
る
職
員

v
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
い
か
だ
作
り

u
「
右
、
左
も
よ
く
見
て
ね
」


